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1) たとえば，大内兵衛向坂逸郎監修『大系国家独占資本主義①」河出書房新払 197低1'， 54ベ
ジー，書戸岨












































































































6) 大間知啓輔『国家独占資本主義論』ミネノレヴァ書房， 19田年， 18ベータ。
7) 同上， 32-33へ 三人帝国主義段階の資本過剰の常態化，骨性的不担の謂読という点ではJ 山
本陣治氏も大間知氏と変わらない(山本修治「現代帝国主義の論理と体制的危機Jw.社会主義』
1971年10月号〕。






















ニー γ 0)叙述を独占価格による資本過剰の慢性化の説明とナるためには， レー
ニンの意図をさしおいたまま二段階の無謀な跳躍をやってのけるしかない。そ
の第一陪梯は，独占に固有の停滞と腐朽の傾向を資本の過剰の範鴎に無断で置
8) 池上惇「国家独占資本主義と独占価格JI湿済論叢』第104巻第l号， 1969年7}J， 
9) レ ニソ「資本主義の最高の段晴としてり帝国主義J Iν ニン全集@~士見書官. 1957:年，
319ヘシ
10) 大間知啓輔『日本の物価問題~ 44ページ。


























11) 犬周知啓輔『国家独占資本主義論.~ 242ヘ ジ.
12) 向上， 43-44-~ ク。

























14) 相原陽「国家独占費本主義論~現代帝国主義論についてJ I社会主輯.ll1970年 9，12月号。
15) 大間知啓輔『国家独占資本主義論Jl228ベ ジ.



























18) 重森時・淵上偉「国家独占資本主義と管理経済J W経昔j1972年 8月号。
19) W大系国家独占資本主義①j121ベータ。
20) 大間知啓輔「国家独占資本主義の国軍機構JW唯物史観』第10号， 19マ1年6用。












































































































26) 向坂逸郎編『構造改革論』至誠堂， 1961年， 111へ ジa

























27) 新田俊三『国家独占資本主義と合理化』現仏評論社， 1971年， 32-33ページ。





























31) 向臣逸郎・岩井章監修，前掲書， 38へ h 



























34) 向坂逸郎『資本論と現代』法政大学出版局， 1970年， 261-62ベ ヅ。
35) 大間放ロ啓輔『日本の物価問題Jl183ベージ白
36) 大間知啓輔『国家独占資本主義論~ 44ベ ジ巴























































13邑 (138) 第 113巻第1号
また，向坂派の現代帝国主義の担握にまつわる幾多の謬論主眼前にしながら，
本稿に関する限りそれらへの論及は避けるしかなかった。国家独占資本主義の
国的局限性を土台とする「民族自決」否定論が，発達した資本主義国の「民
族問題」の否定を生み，彼ら流の「従属的帝国主義」の理論へとつながってい
〈論理の流れへの留意を，とりあえず喚起しておきたい。なお筆者は> 19n年
10且の経済理論学会第21回犬会においておこなった「世界企業と国家主権の相
互関連に関するー視角 lと題する自らの報告が，そのまま実質的に向坂派の帝
国主義論に対する批判を構成している，と筆者なりに考えている。近〈公刊さ
れる大会報告集の拙稿を御参照願えれば幸いである。
さらに本稿は，向坂派理論の思想的系譜やその個々の誤謬につい丈は，筆者
の力量の制約もあって軽く駆け抜けるだけに終わっている。残されたこうした
種々の問題を今後とも脳裏から放逐しない旨を誓いつつ筆を置し
